








【要約】2-メルカプトエタノール(2-ME)で還元処理した検体を用いて、血中ホモシスチン

を薄層クロマトグラフィー(TLC)法で検出する方法を検討した。 

ニンヒドリン発色の薄層上で、2-ME で処理したホモシステイン、ホモシスチンは、一定の

RF の位置に、一つの未知物質の発色スポットとして検出された。この未知物質は、LC 一

API-MS 分析にて、分子量 212の S-2-ヒドロキシエチールチオホモシステインと呼ぶ、非常

に安定な新物質であることが明らかになった。 

1/8 インチ(3 ㎜)乾燥血液濾紙 3枚を用いると、ホモシスチン尿症患児においてはメチオニ

ンと明確に区別できる上記物質の位置に明らかな発色スポットが認められた。ホモシスチ

ン添加標準血液濾紙でも、40μM すなわち 1㎎/dl からは十分に可視が可能であった。この

方法は、ホモシスチンの検出法としては十分に使用が可能なものであり、今後新生児患児

血液濾紙などの検体を検討したいと考えている。 


